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「男女共同参画せんだいプラン 2016」平成 28 年度実施状況について 

 

（１）概況 

計画期間の初年度であった平成 28 年度は、前計画から継続している事業に加え、本計画から掲

載した新たな事業も開始するなど、重点課題に関するものを中心に、具体的な各種の取り組みを進

めました。中でも、企業や地域団体、市民団体等における女性登用に向けた啓発と支援の拡充に向

けては、女性活躍推進に向けた情報共有、意見交換等を行うための地域の経済団体、国の機関等に

よる協議会を新たに設置したほか、地域防災や復興まちづくりを担う女性の人材育成ネットワーク

構築に向けては、女性が地域でリーダーシップを発揮するための力を付ける研修プログラムを新た

に開始しました。 

取り組みに関する指標については、成果目標(※注)を定めた項目のうち、(公財)せんだい男女共

同参画財団（以下「財団」という。）が実施する出前講座の実施数や男女共同参画推進講座の延べ

参加者数、保育所等の一時預かり事業の延べ利用者数が、またモニタリング指標（※注）とした項

目のうちでは、女性の起業に向けた相談者数などが順調に増加しました。 

なお、女性に対する暴力の根絶や生涯を通じた健康支援に向けては、ＤＶの予防啓発や相談対応

等の取り組みを継続しており、相談件数は減少傾向にあるものの、今後もＤＶに関する知識や相談

窓口の周知等の取り組みを継続していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

（注）成果目標とモニタリング指標について 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料２ 

本計画では、重点課題について進捗状況を把握し、効果的な推進を図るため、下記の通り「成果目標」 

及び「モニタリング指標」を設定しています。 

 

【成果目標】 

 本計画期間満了時に目指すべき目標値を明らかにするとともに、各年度の取り組みの成果を測るために

設定したもの。 

【モニタリング指標】 

 目標値の設定は困難又は不適当であるものの、取り組みを効果的に推進するため基本目標や重点課題に

関連する状況を把握するための指標として設定したもの。 
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（２）基本目標ごとの重点課題に関する取り組みの実施状況 

基本目標１ 政策・方針決定過程への女性の参画 

重点課題① 市の審議会等における女性委員の登用率の向上 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

1 委員登用に係る目

標値・進捗状況の周

知並びに委員の改

選時及び新規設置

時の男女共同参画

課との事前協議の

徹底 

【内容】 

女性委員の登用に関する事前協議の実施を徹底し、各審議会等が本市の目標

である女性委員登用率 40％を超えるように働きかけを行う。 

【実施状況】 

・事前協議の徹底〔市民局〕 

市男女共同参画推進本部会議において女性委員登用率 40％以上 

の達成について協力依頼を行っているほか、各所管課への次年度の登用率

目標値の設定依頼などを通じ、事前協議の徹底を図った。 

2 委員公募制の積極

的な活用 

【内容】 

市民各層から適切な人材を確保するため、審議会等の役割や性格に応じて、

市民公募制度が可能なものについて、審議会等委員の市民公募制度を導入す

る。 

【実施状況】 

・委員公募制の積極的な活用〔全局〕 

審議会等の役割や正確に応じて、可能なものについて、委員公募制度を導

入している。 

成果目標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標値 

市 の 審 議

会 等 に お

け る 女 性

委 員 の 割

合 

36.9％ 

（26 年度末） 

37.3％ 

（27 年度末） 

37.9％ 

（28 年度末） 
   

40%以上 

（32 年度末） 

女 性 委 員

が い な い

市 の 審 議

会等の数 

０ 

（26 年度末） 

０ 

(27 年度末) 

１ 

(28 年度末) 
   

０ 
（32 年度末） 

公 募 委 員

が 参 画 し

て い る 市

の 審 議 会

等の数 

10 

（26 年度末） 

10 

(27 年度末) 

10 

(28 年度末) 
   

15 

(32 年度末) 
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重点課題② 市の女性職員の管理職への登用促進 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

3 女性職員のキャ

リア形成やスキ

ルアップへの支

援 

【内容】 

自らのキャリアを主体的に考える意識を養い、かつ、子育てや介護といったラ

イフイベントとキャリアプランの調和の重要性を理解することを目的とした研

修を開催する。また、キャリアを主体的に考えていくうえで参考となるロール

モデルを紹介し、積極的なキャリア形成を促進する。 

【実施状況】 

（1）キャリアデザイン研修〔総務局〕 

・新規採用職員を対象としたキャリアデザイン研修に加え、採用 7年目研修 

においても、自己の職務経験を振り返り自らのキャリアを主体的に考える

ためのキャリアデザイン研修を実施した。 

・管理監督職を対象とした特別研修として、女性活躍推進を図る社会的背景 

や，職場の支援者として持つべき意識や姿勢を学び、女性職員の育成能力

を高めるための研修を実施した。 

・キャリアデザイン研修のテキストなどを職員向けホームページに掲載した 

・複線型の人事管理制度を実施した。（税務分野・福祉分野）。 

 

（2）女性職員チャレンジセミナー〔総務局〕 

・女性職員の能力を活かしたキャリアアップを応援するため，意識啓発及び 

女性職員同士の交流によるネットワークづくりを目的としたセミナーを

開催した。 

4 女性職員の管理

職への登用促進

と職域の拡大 

【内容】 

計画的に女性管理職を育成していくとともに、従来女性職員が就いていなかっ

た職に女性職員を登用する等、職域の拡大を図る。 

【実施状況】 

・女性管理職の計画的な登用〔総務局〕 

成果目標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標値 

市役所の女

性職員の係

長昇任試験

受験率 

21.4％ 
（27 年度） 

21.4％ 

（27 年度） 

22.4％ 

（28 年度） 
   

30％以上 

（32 年度） 

市役所にお

ける女性管

理職の割合 

※市長部局 

14.5％ 
（27年4月1日現在） 

16.1％ 

（28年4月 1日現在） 

16.9％ 

（29年 4月 1日現在） 
   

20％以上 

（33 年度当初） 
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重点課題③ 企業や地域団体、市民団体等における女性登用に向けた啓発と支援の拡充 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

5 経済団体・行政

等による協議会

の設置 

【内容】 

関係機関と連携し、地域の女性活躍及びワーク・ライフ・バランスの推進を 

図る。 

【実施状況】 

・仙台市働く女性の活躍推進協議会〔市民局〕 

経済団体、金融機関、国の機関、男女共同参画推進団体、本市からなる「仙

台市働く女性の活躍推進協議会」を H28 年 5 月に設置。関係団体相互の情報

共有と、本市が実施する事業に関する意見交換等を行った。 

6 企業に対するワ

ーク・ライフ・

バランス及び女

性活躍推進の広

報・啓発 

【内容】 

(1)女性活躍に関する先進企業事例集を作成し市内の企業に配布すると共に、市

ホームページにも掲載する。 

(2)企業における女性登用を促進するため、経済団体、行政等と連携し、企業の 

経営者や管理職等を対象としたセミナーを実施する。 

【実施内容】 

(1)「MoveON」の発行〔市民局〕 

 仙台市女性活躍推進企業事例集「Move On」を 8,000 部作成し、市内の企業等 

に配布するとともに、市ホームページに PDF データを掲載した。 

(2)企業向けセミナーの実施〔市民局〕 

企業の経営者や女性活躍担当者等を対象としたセミナーとして、ダイバーシ

ティ推進シンポジウム「本気で取り組む女性活躍」を実施した。 

 

7 企業における女

性人材育成に係

る支援 

（再掲・基本目標４） 

【内容】 

企業の女性管理職候補の育成プログラムを実施する。 

【実施状況】 

・仙台市女性リーダー・トレーニング・プログラムの実施〔市民局〕 

「企業の未来プロジェクト 2016」の主要コンテンツとして、女性管理職 

候補育成プログラム「仙台女性リーダー・トレーニング・プログラム」を引

き続き実施した。 

8 女性の参画に関

する地域団体や

市民団体への啓

発や支援 

【内容】 

地域活動や市民活動の場において女性が活躍している事例紹介などを通して、

啓発・支援に努める。 

 

【実施状況】 

(1)パンジーの発行〔市民局〕 

地域活動や市民活動において活動する女性を紹介する広報誌「パンジー」の 

第 4号、第 5号を発行した。 

(2)市内単位防犯協会における女性の参画を推進〔市民局〕 

市内単位防犯協会 70 団体において 34 部の防犯女性部で 672 名（ H29 年 3 月

31 日現在）が活動した。 

(3)市民活動サポートセンターにおける情報提供、相談対応等〔市民局〕 

多様な主体による活動促進のための情報提供、相談対応等を実施した。 
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モニタリング指標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

仙 台 市 の

小・中学校

における女

性管理職の

割合 

17.5% 

（27年 4月1日現在） 

17.4% 

（28年 4月1日現在） 

17.8% 

（29年 4月 1日現在） 
    

民間企業(従

業員数100人

以上)におけ

る女性管理

職(課長相当

職)の割合 

※厚労省「賃金

構造基本統計

調査より 

9.2％ 

（26 年・全国） 

9.8％ 

（27 年・全国） 

10.3％ 

（28 年・全国） 
    

PTA 会長に

占める女性

の割合 

26.8％ 

（27年 4月1日現在） 

28.2％ 

（28年 4月1日現在） 

27.6％ 

（29年 4月1日現在） 
    

町内会長に

占める女性

の割合 

9.9％ 

（27年 4月1日現在） 

9.7％ 

（28年 4月1日現在） 

10.3％ 

（29年 4月1日現在） 
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基本目標２ 男女共同参画への理解の促進 

  重点課題① 男女共同参画に関わる様々な主体との連携による広報・啓発の強化及び 

学習機会の拡充 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

9 市民団体等と

の協働による

男女共同参画

推進イベント

の実施 

【内容】 

「男女共同参画推進せんだいフォーラム」等を市民活動団体と協働で実施する。 

【実施状況】 

(1)男女共同参画推進センター利用団体交流会〔市民局〕 

 市民活動団体同士の活動紹介を行い、交流を深める機会とした。 

(2)公募共催事業〔市民局〕 

 市民活動団体が企画実施する事業について、財団が会場使用料の負担や、広報

等に協力した。 

(3)男女共同参画推進せんだいフォーラム 2016〔市民局〕 

 男女共同参画推進センター利用団体等との話し合い（エル・パークカフェ 4

月～10 月全 6回）を積み重ね、企画開催した。 

10 男女共同参画

推進センター

における講座

など学習・研修

事業 

【内容】 

男女共同参画に関連する様々な課題を取り上げた啓発講座を実施する。 

【実施状況】 

・男女共同参画推進講座〔市民局〕   

男女共同参画をさまざまな切り口からとらえ、課題解決につながる講座とし

て、「ジェンダー論講座」「働く女性の potluck meeting」などの 8シリーズを

実施した。 

成果目標 

                                                  

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

財団による

出前講座の

実施数 

25 件 

（26 年度） 

57 件 

（27 年度） 

65 件 

（28 年度） 
   

35 件 

(32 年度) 

財団が実施

する男女共

同参画推進

講座の参加

者数 

3,996 人 

(直近 3 年間の

平均) 

5,710 人 

（27 年度） 

7,475 人 

（28 年度） 
   

4,500 人 

（32 年度） 
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 重点課題② 男性・子ども・若者への啓発の推進 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

11 男性の家事・

育児・介護等

への参画へ向

けた啓発 

（再掲・基本目標３） 

【内容】 
男性に向けた家事・育児・介護等への参画に係る広報・啓発を実施する。 
 

【実施状況】 
・関連本の紹介・展示〔市民局〕 

エル・ソーラ仙台の図書資料スペースや研修室ロビーにて、「パパ力（ヂカラ） 

でパパもママの笑顔の子育て」のテーマで関連図書を紹介展示した。 

 

12 子どもや若者

に 向 け た 広

報・啓発 

【内容】 

若年層を対象に、広報・啓発に向けた様々な講座等を実施する。 

 

【実施状況】 

・ライフプランニング講座の実施〔市民局〕 

社会に出る前の女子大学生を対象に、自分らしい働き方や生き方を考える 

ためのライフプランニング講座「シゴト×レンアイ×ケッコン」を出前講座で 

実施した。 

 

モニタリング指標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

固定的役割分

担意識につい

ての反対の割

合 

※「反対」または

「どちらかといえ

ば反対」の合計 

男性 36.7％ 

女性 43.0％ 

（26 年度） 

      

男女共同参画

推進センター

の図書貸出冊

数 

3,223 冊 

（26 年度） 

2,687 冊 

（27年度） 

2,856 冊

（28年度） 
    

  

市民意識調査により把握予定 
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基本目標３ 男女の仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現 

  重点課題① 市の職員のワーク・ライフ・バランスの推進 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

13 職場で取り組

む子育て推進

プログラムの

推進 

【内容】 

「職場で取り組む子育て推進プログラム」（第 3 期仙台市特定事業主行動計画）

や女性活躍推進法に係る特定事業主行動計画の推進を通して、啓発を行う。 

【実施状況】 

(1)ロールモデルとなる職員の体験談周知〔総務局〕 

男性職員の育児休業体験談及びキャリア形成と子育てを両立してきた職員の 

体験談等を職員向けホームページ等に掲載した。 

(2)支援制度の周知〔総務局〕 

子育てに関する支援制度を職員向けホームページで情報提供した。〔総務局〕 

14 女性職員活躍

推進プランの

推進 

【内容】 

№13 と同様 

【実施状況】 

№13 と同様〔総務局〕 

成果目標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

市役所にお

ける男性職

員の育児休

業取得率 

12.2％ 
（26 年度） 

※部分休業含

む 

7.6％ 
（27 年度） 

※部分休業含

まず 

9.7％ 
（28 年度） 

※部分休業含

まず 

   
15％以上 

（31 年度） 

 

 

 重点課題② 男性の育児・子育て・介護等への参画の促進 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

15 男性の家事・育

児・介護等への参

画に向けた啓発 

（再掲・基本目標２） 

【内容】 

男性に向けた家事・育児・介護等への参画に係る広報・啓発を実施する。 

【実施状況】 

・関連図書の紹介・展示〔市民局〕 

エル・ソーラ仙台の図書資料スペースや研修室ロビーにて、「パパ力（ヂカラ） 

でパパもママの笑顔の子育て」のテーマで関連図書を紹介展示した。 

16 仕事と生活の調

和（ワーク・ラ

イフ・バランス）

の実現に向けた

各種講座の充実 

【内容】 

(1)男性に向けた家事・育児・介護等への参画に係る講座等を実施する。 

(2)仕事と子育ての両立が可能なワーク・ライフ・バランスの実現を図るため、セミナ

ーの開催など企業等に対する啓発・普及を目的とした事業を実施する。 

【実施状況】 

(1) ワーク・ライフ・バランス推進出前講座の実施〔市民局〕 

企業等からの依頼に応じ、ワーク・ライフ・バランス推進に関する出前講座を実施し

た。 

(2) ワーク・ライフ・バランスセミナーの実施〔子供未来局〕 

平成 28 年度仙台市ワーク・ライフ・バランスセミナー「多様な働き方へのチャレン

ジ～社員も会社も幸せにする組織づくり」を開催した。 

(3)リーフレットの作成・配布〔子供未来局〕 

リーフレット「職場の人と読んでほしい 働くプレパパ・プレママガイド～産休・育

休・職場復帰まで～」を作成し、H28.11 から母子手帳交付時に区の窓口で配布した。 
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成果目標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

「ワーク・ラ

イフ・バラン

ス」という用

語の認知度 

59.4％ 

（26 年度） 

 
    

100％ 

（32 年度） 

未就学児を

持つ男性の

一日の平均

家事時間 

（仕事があ

る日） 

101 分 

（26 年度） 

 
    

120 分以

上 

（32 年度） 

男性が参加

しやすい介

護研修の参

加者数の予

定人数比 

※夜間また

は土・日曜日

開催 

介護ナイタ

ー講座 

113％ 

土・日曜日に

実施する介

護講座 

156％ 

（26 年度） 

介護ナイタ

ー講座 

104％ 

土・日曜日に

実施する介

護講座 

157％ 

(27 年度) 

介護ナイタ

ー講座 

79％ 

土・日曜日に

実施する介

護講座 

113％ 

(28 年度) 

   

予定人数

の 100％ 

（32 年度） 

介護保険関

連施設の定

員 

3,770 人 

（27 年 4 月 1

日現在） 

4,249 人 

（28 年 4 月 1

日現在） 

4,508 人 

（29 年 4 月 1

日現在） 

   
4,470 人 

（29 年度末） 

モニタリング指標 

既婚女性の

結婚・妊娠・

出産・育児を

きっかけと

する退職経

験の有無 

55.2％ 

（26 年度） 

 
     

介護・看護時

間の男女比

（介護をし

ている者対

象） 

（総務省「社

会生活基本

調査」より） 

男性

24.5％ 

女性

74.5％ 

（23 年・全国） 

 

総務省の

調査結果

公開待ち 

    

宮城県内に

おける女性

活躍推進法

に基づく認

定 ( え る ぼ

し)の取得企

業数 

28 年度よ

り制度開

始 

 
4 

（28 年度末） 
    

宮城県内に

おける次世

代認定マー

ク（くるみ

ん、プラチナ

くるみん）取

得企業数 

23 件 

（27 年 4月） 

27 件 

（28 年 4月） 

29 件 

（29 年 4月） 
    

宮城県「女性

のチカラを

活かす企業」

認定企業数 

455 社 

（27年 4月 1日） 

455 社 

（28年 4月 1日） 

346 社 

（29年 4月 1日） 
    

 

市民意識調査により把握予定 

市民意識調査により把握予定 

市民意識調査により把握予定 
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 重点課題③ 保育サービスの拡充と多様な子育て支援の展開 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

17 保育所整備事業 【内容】 

子育て世帯が増加し、保育需要の増加が見込まれる地区を中心に保育所の

整備を計画的に進める。 

【実施状況】 

・保育所の整備〔子供未来局〕 

新たに認可保育所 18 施設を整備した。（公立保育所の民営化 2施設， 

せんだい保育室からの移行 9 施設を含む。 

18 幼稚園預かり保育

事業 

【内容】 

保育ニーズの多様化に対応するため、幼稚園の教育時間終了後等も幼稚園内

で園児を預かる「預かり保育」を実施する私立幼稚園に対し、必要経費の一

部を助成する。 

【実施状況】 

・幼稚園預かり保育事業〔子供未来局〕 

保育所と同等の 11 時間以上の保育を提供している園 

 H28：23 か所 → H29：39 か所（＋16 か所） 

19 一時預かりや延長

保育など多様な保

育サービス事業 

【内容】 

(1)保護者の断続的・短時間就労や傷病、看護、育児に伴う心理的・肉体的

負担の解消などにより、家庭における保育が一時・緊急的に困難となる幼

児に柔軟に対応する。 

(2) 保護者の就労形態の多様化に柔軟に対応した保育を行うため、通常の保

育時間（11 時間）の前後において、２時間以上の延長保育を実施する保

育所を拡充する。 

【実施状況】 

(1)一時預かり事業〔子供未来局〕 

 年度当初実施施設数 H28：79 か所 → H29：93 か所（＋14 か所） 

(2)延長保育（２時間以上）事業〔子供未来局〕 

・1時間延長（保育所及び認定こども園） 

 H28：120 か所 → H29：131 か所（＋11 か所） 

・2時間以上延長（保育所及び認定こども園） 

  H28：53 か所 → H29：60 か所（＋7 か所） 

20 放課後児童健全育

成事業・放課後子ど

も教室等事業 

【内容】 

(1)保護者が就労等により昼間家庭にいない小学生を対象に、放課後等の遊

びや生活の場を提供し、その健全育成を図る。また、児童館児童クラブ事

業については、ニーズに対応するため、平日については、引き続き 19 時

15 分まで延長して実施する。 

(2) すべての小学生の放課後の安全で健やかな居場所づくり、学習支援や地

域での幅広い体験学習の充実を図るため、市立小学校に放課後子ども教室

を開設する。 

【実施状況】 

(1)放課後児童健全育成事業〔子供未来局〕 

 保護者が就労等により昼間家庭にいない小学 1～3 年生の児童に加え特別

な支援が必要な小学 4 年生の児童を対象に実施。 

(2)放課後子ども教室等事業〔子供未来局〕 

 27 教室で実施。延べ参加児童数は 68,714 人。 
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成果目標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

保育施設等

の利用定員

数 

17,321 人 

（27 年度当初） 

18,295 人 

（28 年度当初） 

19,339 人 

（29 年度当初） 
   

19,963 人 

（32 年度当初） 

保育所等の

一時預かり

述べ利用者

数 

71,786 人 

（26 年度） 

111,403 人 

（27 年度） 

99,347 人 

（28 年度） 
   

86,308 人 

（32 年度） 

保育所等の

延長保育利

用者数 

4,589 人 

（26 年度） 

4,433 人 

（27 年度） 

5,623 人 

（28 年度） 
   

4,817 人 

（32 年度） 

病児・病後

児保育実施

施設数 

4 

（26 年度） 

4 

（27 年度） 

5 

（28 年度） 
   

5 

（32 年度） 

モニタリング指標 

保育施設等

入所待機児

童数 

419 人 

（27年 4月 1日） 

213 人 

（28年 4月 1日） 

232 人 

（29年 4月 1日） 
    

 

 

  



 12 

基本目標４ 男女が共にいきいきと働ける労働環境づくり 

  重点課題① 働く女性の活躍や多様な働き方への支援 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

21 企業における女性人

材育成に係る支援 

（再掲・基本目標１） 

【内容】 

企業の女性管理職候補の育成プログラムを実施する。 

【実施状況】 

・仙台市女性リーダー・トレーニング・プログラムの実施〔市民局〕 

「企業の未来プロジェクト 2016」の主要コンテンツとして、女性管理職 

候補育成プログラム「仙台女性リーダー・トレーニング・プログラム」

を引き続き実施した。 

 

 

 

22 働く女性向けセミナ

ー及び交流会の開催 

 

【内容】 

職場における女性活躍推進に向けて、働く女性を対象としたセミナー・交

流会、および企業を対象とした女性人材の育成やワーク・ライフ・マネジ

メント等に関するセミナーを実施する。 

 

 

 

【実施状況】 

・働く女性の活躍推進事業〔市民局〕 

 職場における女性活躍推進に向けて、働く女性を対象とした「働く女性

応援セミナー＆ビュッフェ交流会」、企業を対象とした女性人材の育成や

ダイバーシティ推進等に関するシンポジウム「ダイバーシティ推進シン

ポジウム～本気で取り組む女性活躍～」を、関係機関と連携しながら実

施した。 

 

 

 

23 仙台市起業支援セン

ター「アシ☆スタ」

における起業支援 

【内容】 

仙台市起業支援センター「アシ☆スタ」において、相談やハンズオン支援、

セミナー等を行うとともに、「アシ☆スタ交流サロン」を活用し、起業家同

士の多様な交流の促進やコラボレーションの創出を図るなど、起業に関す

る支援施策をワンストップで実施する。 

 

 

【実施状況】 

・アシ☆スタにおける起業支援〔経済局〕 

起業に向けて継続的な相談体制を実施しているほか、開業現場での出前

相談も積極的に行った。 

H28 年の女性の起業相談は 662 件、女性の開業件数は 41 件（アシ☆スタ

支援経由）。アシ☆スタ開業前の H25 年度と比較すると起業相談は 5 倍以

上、開業件数は 3倍以上に増加した。 
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成果目標 

 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

働く女性向

けの事業参

加者数 

320 人 

（26 年度） 

943 人 

（27 年度） 

570 人 

（28 年度） 
   

5 年間延べ

2,000 人 

（32 年度） 

モニタリング指標 

起業相談 

件数 

女性 537 人 

男性 499 人 

（26 年度） 

女性 527 人 

男性 288 人 

（27 年度） 

女性 662 人 

男性 649 人 

（28 年度） 

    

25～44 歳
の女性の有
業率 
※総務省「就

業構造基本
調査」より 

68.5％ 
（24 年度） 

 
29 年度調査実施 

予定 
    

宮城県にお
ける労働者
の平均年
齢・平均勤
続年数 
※宮城県「労
働実態調査」
より 

【平均年齢】 
男性 42.7 歳 
女性 38.9 歳 

【平均勤続年】 
男性 14.1 年 
女性 10.5 年 

（26 年度） 

【平均年齢】 
男性 42.4 歳 
女性 37.5 歳 

【平均勤続年数】 
男性 13.4 年 
女性 9.3 年 

（27 年度） 

【平均年齢】 
男性 41.4 歳 
女性 38.3 歳 

【平均勤続年数】 
男性 15.3 年 
女性 11.0 年 

（28 年度） 

    

 

 

  重点課題② 経済団体や関係団体、行政等の連携・協力による取り組みの強化 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

24 経済団体・行政等に

よる協議会の設置 

（再掲・基本目標１） 

【内容】 

関係機関と連携し、地域の女性活躍及びワーク・ライフ・バランスの推進を 

図る。 

【実施状況】 

・仙台市働く女性の活躍推進協議会〔市民局〕 

経済団体、金融機関、国の機関、男女共同参画推進団体、本市からなる「仙

台市働く女性の活躍推進協議会」を H28 年 5 月に設置。関係団体相互の

情報共有と、本市が実施する事業に関する意見交換等を行った。 

25 企業におけるワー

ク・ライフ・バラン

ス及び女性活躍推

進の広報・啓発 

（再掲・基本目標１） 

【内容】 

(1)女性活躍に関する先進企業事例集を作成し市内の企業に配布すると共

に、市ホームページに内容を掲載する。 

(2)企業における女性登用を促進するため、経済団体、行政等と連携し、企

業の経営者や管理職等を対象としたセミナーを実施する。 

【実施内容】 

(1)「MoveON」の発行〔市民局〕 

 仙台市女性活躍推進企業事例集「Move On」を 8,000 部作成し、市内の企

業等に配布するとともに、市ホームページに PDF データを掲載した。 

(2)企業向けセミナーの実施〔市民局〕 

企業の経営者や女性活躍担当者等を対象としたセミナーとして、ダイバー

シティ推進シンポジウム「本気で取り組む女性活躍」を実施した。 

 

成果目標等 

なし 
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基本目標５ 女性に対する暴力の根絶・生涯を通じた健康支援 

  重点課題① 人権尊重、ＤＶの根絶と被害者支援に向けた啓発の推進 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

26 中学校や高等学校

等への出前講座の

実施 

【内容】 

中学校、高等学校等からの依頼に基づき、出前講座を実施する。 

【実施状況】 

・デートＤＶ防止出前講座〔市民局〕 

市内の高校・中学校等からの「デートＤＶ防止」に関する講演依頼を受け、

出前講座を行った。（17 件、3,238 名参加） 

27 若年層への啓発の

充実 

【内容】 

デートＤＶ防止啓発リーフレットを大学等に配布するほか、成人式等の若者

が多く集まる場を活用した効果的な啓発活動を行う。 

【実施状況】 

・デートＤＶ防止啓発リーフレット〔市民局〕 

 デートＤＶ防止啓発リーフレットを刷新し、若年層の手に取ってもらいや

すいデザイン、内容とした。また、市内の大学・病院等に配布するととも

に、出前講座の教材の一つとして民間支援団体に提供した。 

成果目標等 

なし 

 

 重点課題② 相談窓口のさらなる周知と相談機能の充実 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

28 ＤＶ防止啓発リー

フレットや市ホー

ムページ等による

各種相談窓口の一

層の周知 

【内容】 

ＤＶ、デートＤＶ、性暴力等の各防止啓発リーフレット、ポスター等を作

成し、市施設、学校や医療機関等に配布する。また、市ホームページによ

り相談窓口や情報に関する情報を提供する。 

 

【実施状況】 

(1)東日本大震災被災者への周知〔市民局〕 

 被災された方々へ送付している「復興定期便」に、「女性への暴力相談 

電話」の情報を掲載し、相談窓口の周知に努めた。 

 

(2)各種リーフレットの配布〔市民局〕 

 性暴力防止啓発リーフレットを作成し、市内の保育所、幼稚園、小中高校、

大学、総合病院、市関連施設等で配布した。 

 

29 家庭相談員等職員

研修の実施 

【内容】 

ＤＶ被害者を支援する業務等に携わる職員に対し、研修を実施する。 

【実施状況】 

・各種研修等の実施及び外部研修への派遣〔市民局〕 

 配偶者暴力相談支援センター初任者研修をはじめ、担当者研修会・事例検

討会・外部研修への派遣等を、引き続き実施した。 
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No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

30 カウンセリングの

研修など相談員研

修の実施 

【内容】 

カウンセリング専門家によるＤＶ被害者支援の相談員研修を実施する。 

 

【実施状況】 

・専門家によるスーパー・ビジョンおよび外部研修への参加補助〔市民局〕 

ＤＶ被害者支援に係る処遇困難事例に対し、必要に応じて専門家によるスー

パー・ビジョンを受けることができるようにしたほか、希望に応じ県外の専

門機関が実施する研修に参加する際の旅費を補助した。 

 

成果目標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

ＤＶを受け

た後に、相

談した人の

割合 

男性 9.1％ 

女性 58.0％ 

（27 年度） 

     

男性 30％ 

女性 70％ 

（32 年度） 

ＤＶ防止法

の認知度 

89.7％ 

（27 年度） 
     

100％ 

（32 年度） 

仙台市「女

性への暴力

相談電話」

の認知度 

39.9％ 

（27 年度） 
     

50％ 

（32 年度） 

モニタリング指標 

仙台市にお

けるＤＶに

関する相談

件数 

2,508 件 

（26 年度） 

2,481 件 

（27 年度） 

2,355 件 

（28 年度） 
    

 

 

  

市民意識調査により把握予定 

市民意識調査により把握予定 

 

市民意識調査により把握予定 
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重点課題③ 被害者支援のための関係機関の連携強化 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

31 宮城県との連絡体

制の構築 

【内容】 

宮城県（子育て支援課、女性相談センター）との連携を強化し、被害者に対

する適切な支援を実施する。 

【実施状況】 

・宮城県との連携〔市民局〕 

保護が必要な被害者について、県婦人相談所への送致を行うほか、宮城県

主催の配偶者暴力相談支援センター連絡会議へ出席し、意見交換を行っ

た。 

32 警察との連携強化 【内容】 

宮城県警との連携を強化し、被害者に対する適切な支援を実施する。 

【実施状況】 

・宮城県警との連携強化〔市民局〕 

 本市および宮城県警の担当者で顔合わせを行い、情報交換を行った。 

33 関係部署の連携に

よるＤＶ被害者情

報の保護 

【内容】 

関係部署の連携により、ＤＶ被害者情報の保護に努め、被害の拡大を防止する。 

【実施状況】 

・ＤＶ被害者等の情報の保護に関する研修の実施〔市民局〕 

住民情報システム利用課を対象に研修を実施した。（2回、参加者計 48 名） 

モニタリング指標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

婦人相談所

一時保護所

への送致件

数 

14 件 

（26 年度） 

13 件 

（27 年度） 

15 件 

（28 年度） 
    

住民基本
台帳事務
における
ＤＶ被害
者の支援
措置申出
件数 

568 件 

（26 年度） 

671 件 

（27 年度） 

749 件 

（28 年度） 
    

宮城県警に

おけるＤＶ

に関する相

談受理件数 

2,254 件 

（26 年） 

2,257 件 

（27 年） 

2,227 件 

（28 年） 
    

宮城県女性

相談センタ

ーにおける

ＤＶに関す

る相談件数 

1,014 件 

（26 年度） 

998 件 

（27 年度） 

852 件 

（28 年度） 
    

仙台地方裁

判所におけ

るＤＶ防止

法に基づく

保護命令の

新規受理件

数 

131 件 

（26 年） 

124 件 

（27 年） 

99 件 

（28 年） 
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重点課題④ 地域における被害者支援の輪の拡大 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

34 ＤＶ防止市民講座

の実施 

【内容】 

地域住民や医療従事者など被害者を発見しやすい立場にいる支援者に対し

て、ＤＶに関する情報提供などを実施する。 

 

【実施状況】 

・STOP!ＤＶ市民講座〔市民局〕 

「震災とＤＶ」「デートＤＶ」「モラルハラスメント（精神的ＤＶ）」をテ

ーマに、ＤＶ被害女性の回復や自立のために地域の支援者や市民が支援で

きることについて知識・情報を提供する講座を行うとともに、講座終了後

に参加者同士の情報交換会を行った。 

 

35 被害者支援に関わ

る人材の育成 

【内容】 

被害者支援に関わる人材を育成・支援していくための講座等を実施する。 

 

【実施状況】 

・№34 と同内容〔市民局〕 

成果目標等 

なし 
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基本目標６ 復興・未来へつなぐまちづくりにおける男女共同参画 

重点課題① 女性をはじめ多様な人々が地域活動に関わるための情報提供や環境整備 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

36 男女共同参画に向
けた市民活動を促
進するための情報
提供や支援 

【内容】 
男女共同参画推進に取り組む様々な市民のグループ活動を支援するため、 
情報提供を行う。 

【実施状況】 
(1)エル･パーク仙台市民活動スペースでの情報の収集、提供〔市民局〕 
(2)市民活動相談〔市民局〕 
(3)若者のための市民活動体験〔市民局〕 

37 男女共同参画推進
センターにおける
活動・交流スペース
の提供 

【内容】 
エル・パーク仙台の市民活動スペース及びエル･ソーラ仙台の市民交流・ 
図書資料スペースを運営する。 

【実施状況】 
(1)エル・パーク仙台市民活動スペースの運営〔市民局〕 
(2)男女共同参画推進センターを拠点に活動する団体に対してのロッカーや
ワークステーションの貸出、貸室の先行予約を実施〔市民局〕 

(3)男女共同参画推進に関する事業について、センター貸室の先行予約を 
実施〔市民局〕 

(4)エル・ソーラ仙台の図書資料スペースや貸室ロビーなどで震災からの 
復興やまちづくりなどをテーマとしたピックアップ図書を展示〔市民局〕 

モニタリング指標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

男女共同参

画推進セン

ターにおけ

る市民活動

スペース等

の述べ利用

者数 

エル・パーク仙台 
(市民活動スペース) 

28,271 人 

 

エル・ソーラ仙台 
(市民交流・図書資料

スペース) 

137,567 人 
（26 年度） 

エル・パーク仙台 
(市民活動スペース) 

34,097 人 

 

エル・ソーラ仙台 
(市民交流・図書資料

スペース) 

136,883 人 
（27 年度） 

エル・パーク仙台 
(市民活動スペース) 

55,071 人 

 

エル・ソーラ仙台 
(市民交流・図書資料

スペース) 

140,452 人 
（28 年度） 

   
 

 

 

 

  重点課題② 地域防災や復興まちづくりを担う女性の人材育成及びネットワークの構築 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

38 防災・まちづく
り女性人材育
成プログラム
の開発・実施 

【内容】 
女性が平時から地域の意思決定の場に参画し、担い手として積極的に関わるため
の力を養う研修プログラムを開発・実施する。 

【実施状況】 
・女性と防災まちづくり研修事業の実施〔市民局〕 

女性がマネジメント力を高め、地域でリーダーシップを発揮するための力をつ
ける研修事業「決める・動く 2016」を新たに開始した。（26 名参加）。 

成果目標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

防災・まち
づくり女性
人材育成プ
ログラム参
加者数 

  
26 人 

（28 年度） 
   

5 年間で 
100 人 

（32 年度） 

モニタリング指標 

「仙台市地
域防災リー
ダー」養成
講習を修了
した女性の
数 

144 人 
(全体の
24.7％) 

（27 年度末） 

144 人 
(全体の
24.7％) 

（27 年度末） 

154 人 
(全体の
24.1％) 

（28 年度末） 
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重点課題③ 男女共同参画の視点を反映した防災・復興活動の国内外に向けた発信 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

39 女性と防災を

テーマにした

イベントの開

催 

【内容】 

女性と防災をテーマとしたイベントを開催する。 

【実施状況】 

・「仙台防災未来フォーラム 2017」への出展〔市民局〕 

平成 29 年３月に実施された「仙台防災未来フォーラム 2017」において、広報

誌「パンジー」や手仕事品の販売等を行った。 

40 震災復興と男

女共同参画を

テーマにした

広報誌の発行 

【内容】 

防災・まちづくりにおける多様な女性のリーダーシップのあり方等を伝える広報

誌を発行する。 

【実施状況】 

・「パンジー」の発行〔市民局〕 

広報誌「パンジー」第 4号、第 5号を発行した。 

成果目標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

仙台防災未

来フォーラ

ム及び関連

行事への参

加者数 

2,000 人 
（27 年度） 

延べ
2,500 人 
（27 年度） 

延べ
2,100 人 
（28 年度） 

   
2,600 人 

（30 年度） 

 

 

 

重点課題④ 就業・生活の安定を通じた自立に向けた取り組みの実施 

No. 主な取り組み 取り組み内容・平成 28 年度実施状況 

41 自立相談支援

事業 

【内容】 

主任相談支援員、相談支援員、就労支援員の３職種を配置して自立に関する相談

支援を実施。個々の状況に応じたプランを作成するとともに、関係機関と連携し、

相談者が抱える複合的な課題の解決に向けた支援を行う。 

 

【実施状況】 

・自立相談支援事業〔健康福祉局〕 

新規相談受付件数 2,646 件。就労支援対象者 293 名、うち就労決定者 154 名 

 

42 仙台市ひとり

親家庭相談支

援センター事

業 

【内容】 

仙台市母子家庭相談支援センター及び仙台市父子家庭相談支援センターにおい

て、個別の家庭状況・就業適性・就業経験等に応じた就業相談、生活相談及び情

報提供を行う。 

 

 

【実施状況】 

・母子家庭相談支援センター及び父子家庭相談支援センターの運営〔子供未来局〕 

○就業相談  就業相談件数：481 件、就業実績：35 人 

○就業支援講習会等  130 人受講 

○特別相談  18 日間実施、相談件数：137 件 
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モニタリング指標 

項目 計画策定時 28 年度当初 29 年度当初 30 年度当初 31 年度当初 32 年度当初 目標 

「仙台市生

活自立・仕

事相談セン

ター わん

すてっぷ」

における新

規相談件数 

363 件 
（26 年度） 

 

※モデル事

業として実

施(青葉区の

み) 

1,792 件 
（27 年度） 

2,646 件 
（28 年度） 

    

「ひとり親

家庭相談支

援 セ ン タ

ー」におけ

る相談延べ

件数 

348 件 
（26 年度） 

628 件 
（27 年度） 

618 件 
（28 年度） 

    

 

 


